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生徒指導部  松谷 匠哉 

 

 早いもので、私たちの住む世界が「コロナ禍」といわれるものになってから、２年半の

月日が経とうとしています。 

 生徒指導部が活動をサポートする児童生徒会の活動も、その他の学校生活と同様に、大

きな制限を受けざるを得ませんでした。この２年半は、役員たちの活動機会を少しでも確

保するために、行事への参加の形式をリモートでの LIVE配信にするなど、暗中模索の

日々だったと言えます。ただ、昨今では少しずつ光が射してきたように感じられます。 

もちろん、感染拡大の恐れがなくなったわけでは全くなく、引き続きの感染症対策は必

須ですが、今年度は３年ぶりに、体育大会の開閉会式で児童生徒会役員が活躍する姿を見

ることができました。役員たちは緊張の面持ちを浮かべながらも、それぞれの役割を立派

に果たしてくれたと感じています。 

 その児童生徒会役員にとって、任期の一区切りとなる重要な行事が、児童生徒会役員選

挙です。特に高等部３年生の役員は９月（予定）の選挙で、活動の集大成として選挙管理

委員を務めます。 

 ２０１６年の公職選挙法改正により選挙権年齢が引き下げられ（満 18歳以上）、さらに

今年の４月１日から成人年齢も 18歳となったことにより、児童生徒会役員選挙は主権者

教育の一環として、重要性が非常に高くなっています。 

投票会場を実際のものを可能な限り模して設定するなど、体験的な側面を重視し、自ら

の手で自分たちの代表を選ぶことの大切さを意識できる機会となるよう、取り組んでいき

ます。 

 

 もうひとつ、生徒指導部が重点をおいているのが「携帯電話、スマートフォン、ＳＮＳ

の適切な活用法」というテーマです。これらのツールはその利便性から、現代社会におい

ては日々の生活と切っても切れない関係となっている反面、ＳＮＳ上での様々なトラブル

によって、時に人の命が失われる事態にまで発展してしまうことが、大きな社会問題とし

て語られています。それは本校の子どもたちも決して無関係ではいられません。 

実際に高等部では、携帯電話、スマートフォン所有率の高まりに比例して、ＳＮＳに端

を発したトラブルの事例数が増加傾向にあります。 

生徒指導部では、それらの未然防止、さらには事態の深刻化を防ぐための早期発見及び

対応を恒常的な課題と捉え、各学年と連携をもって、携帯、スマホ及びＳＮＳを安全に利

用する上でのガイドライン（他者とのコミュニケーションのあり方、個人情報保護の観点

等）と、利便性と背中合わせにある危険性の啓発に努めています。 

その一環として、今年度も７月と 12月の２度にわたって「携帯・スマホ安全教室」を

予定しています。 

軽率な言葉や行動が、時として自分だけでなく、家族や友人の 

安全をも脅かす可能性があることなど、具体的な事例を挙げつつ、 

適切な活用法を主体的に考えられるような内容で取り組んでいき  

たいと考えています。 

ご家庭におかれましても、お子様が携帯、スマホ、ＳＮＳ等 

を有意義な形で活用できますよう、ご協力の程、お願いいたします。 

 

 



 


